
京
都
市
歩
道
段
差
転
倒
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
三
年
五
月
七
日

京
都
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(被
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
四
年
七
月
二
三
日

大
阪
高
等
裁
判
所

原
判
決
変
更
、
控
訴
人
請
求
一

部
認
容

(確
定
)

1

事
実
の
概
要

本
件
は
、
被
告
京
都
市
が
設
置
･管
理
す
る
歩
道
を
歩

行
中
の
原
告
が
、
歩
道
に
敷
設
さ
れ
た
鉄
蓋
と
歩
道
面
と

の
間
に
生
じ
て
い
た
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
に
蹟
い

て
受
傷
し
た
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
第
二
条
第
一
項
に
基

づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

(請
求
額
…
二
、
八
八
五
万
八
、
九
六
八
円
)

2

判
決
の
要
旨

①

-
審
判
決

本
件
事
故
現
場
は
、
整
備
さ
れ
た
歩
道
の
ほ
ぼ
中
央
部

分
に
あ
た
る
と
こ
ろ
、付
近
に
十
分
な
照
明
施
設
が
な
く
、

夜
間
に
お
い
て
は
、
鉄
蓋
と
歩
道
面
と
の
間
に
形
成
さ
れ

た
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
を
発
見
す
る
の
は
困
難
な

状
況
で
あ
っ
た
。
歩
道
を
含
む
道
路
は
一
般
の
交
通
の
用

に
供
さ
れ
る
以
上
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
磨
耗
、
改
変

す
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
被
告
に
本
件
段
差
の
危
険
性
に

つ
き
市
民
等
か
ら
通
報
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に

よ
り
管
理
責
任
が
減
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
本

件
事
故
は
、
整
備
さ
れ
た
歩
道
に
存
し
た
瑕
疵
に
よ
り
惹

起
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
原
告
に
歩
行
者
と
し
て
落
ち
度
を

認
め
難
い
こ
と
か
ら
過
失
相
殺
の
主
張
は
採
用
し
な
い
。

②

二
審
判
決

本
件
段
差
は
、
交
通
量
も
少
な
く
な
い
市
街
地
内
の
歩

道
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
、
当
該
歩
道

が
広
く
住
民
等
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
に
歩
行
者
が
蹟
き
受
傷
す
る

可
能
性
は
相
当
程
度
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
、
本
件
段
差
は
相
当
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
控
訴
人
に
予
見
可
能
性
、
回
避
可
能

性
が
な
か
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
控
訴
人

は
本
件
事
故
に
よ
り
被
控
訴
人
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す

る
責
任
が
あ
る
が
、
被
控
訴
人
に
も
前
方
不
注
視
の
過
失

が
あ
る
た
め
五
割
の
過
失
相
殺
を
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。
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3

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

事
実
認
定

(主
に
一
審
判
決
に
よ
る
)

a

本
件
事
故
現
場
は
、
南
北
に
通
ず
る
国
道
二
四
号

線
と
東
西
に
通
ず
る
府
道
の
交
差
点
の
近
辺
で
、
交

差
点
南
東
角
に
位
置
す
る
旧
京
都
み
や
こ
信
用
金
庫

本
店
前
の
歩
道

(本
件
歩
道
)
上
で
あ
る
。
本
件
歩

道
は
、
道
路
の
拡
幅
及
び
歩
道
の
確
保
を
目
的
と
し

て
排
水
路
を
暗
渠
化
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
、
歩
道
上
に
は
、
排
水
路
の
清
掃
管
理
の
た

め
の
暗
渠
の
開
口
部
の
蓋
と
し
て
、
鉄
蓋
四
枚
が
渡

し
て
あ
っ
た
。
原
告
は
、
こ
の
う
ち
南
側
か
ら
二
枚

目
の
鉄
蓋

(本
件
鉄
蓋
)
に
騒
い
て
転
倒
し
た
。

b

本
件
歩
道
は
、
車
道
と
の
境
に
設
け
ら
れ
た
植
込

み
を
除
く
幅
員
三
･
二
五
メ
ー
ト
ル
の
舗
装
さ
れ
た

平
坦
な
道
路
で
、
植
込
み
部
分
に
は
低
木
が
車
道
に

沿
っ
て
植
え
ら
れ
、
所
々
に
高
木
の
街
路
樹
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
本
件
事
故
当
時
は
、
交
差
点
の
北
東

角
及
び
南
側
国
道
に
沿
っ
た
歩
道
上
に
四
百
ワ
ッ
ト

の
水
銀
灯
が
、
本
件
事
故
現
場
か
ら
東
に
約
一
五
〆

ー
ト
ル
の
位
置
に
三
百
ワ
ッ
ト
の
水
銀
灯
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、信
用
金
庫
本
店
側
に
は
庭
園
灯
が
あ
り
、

京
都
市
歩
道
段
差
転
倒
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



本
件
鉄
蓋
の
西
側
端
付
近
の
照
度
は
六
･
九
か
ら

行
中
、
本
件
事
故
に
遭
遇
し
た
。
そ
の
時
の
履
物
は
、

償
法
第
二
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
被
控
訴
人
が
本
件

八

･
五
八
ル
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。

高
さ
二

･
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ヒ
ー
ル
の
バ
ン
プ

事
故
に
よ
り
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る

c

本
件
事
故
当
時
、
本
件
鉄
蓋
は
、
中
央
部
分
が
南

北
に
窪
み
、
東
西
の
側
端
部
が
歩
道
面
か
ら
浮
き
上

が
る
よ
う
に
し
て
約
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
段
差

(本
件
段
差
)
を
形
成
し
て
い
た
。
本
件
段
差
は
平

成
九
年
の
信
用
金
庫
本
店
工
事
の
際
に
形
成
さ
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
、本
件
事
故
発
生
ま
で
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
被
告
市
に
通
行
人
等
か
ら
苦
情

や
危
険
性
の
通
報
は
一
切
な
か
っ
た
。

d

原
告
は
、
本
件
事
故
現
場
か
ら
徒
歩
六
~
七
分
の

場
所
に
居
住
し
、
本
件
事
故
現
場
を
幾
度
か
歩
行
し

た
こ
と
は
あ
る
が
、
本
件
段
差
の
存
在
は
知
ら
な
か

っ
た
。
本
件
事
故
当
時
、
原
告
は
、
夫
と
の
待
ち
あ

わ
せ
に
向
か
う
た
め
本
件
歩
道
を
東
に
向
か
っ
て
歩
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輩
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(参考図)

高
さ
二

･
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ヒ
ー
ル
の
パ
ン
プ

ス
で
あ

っ
た
。

②

法
的
判
断

(二
審
判
決
に
よ
る
)

a

本
件
段
差
は
、
交
通
量
も
少
な
く
な
い
市
街
地
内

の
平
坦
に
舗
装
さ
れ
た
歩
道
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
存
在

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
歩
道
が
老
若

男
女
の
別
を
問
わ
ず
、
広
く
住
民
等
の
通
行
の
用
に

供
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

そ
の
段
差
が
た
と
え
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ

っ
て
、
夜
間
に
お
い
て
も
あ
る
程
度
の
照
明
の
下
に

あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
に
歩
行
者
等
が
蹟
い
て
転

倒
し
て
傷
害
を
受
け
る
可
能
性
は
相
当
程
度
に
あ
っ

た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
件

歩
道
は
、
道
路
と
し
て
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

控
訴
人
は
、
本
件
事
故
発
生
ま
で
、
本
件
段
差
に

つ
い
て
危
険
性
を
指
摘
す
る
市
民
の
通
報
等
は
一
切

な
く
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
予
見
可
能
性
、

回
避
可
能
性
が
な
か
っ
た
旨
主
張
す
る
が
、
本
件
段

差
は
、
本
件
事
故
の
相
当
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
控
訴
人
に
お
い
て
こ
れ
を

発
見
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
、
事
故
回
避
可
能
性
が

な
か
っ
た
と
は
到
底
い
え
な
い
。

よ
っ
て
、
控
訴
人
は
被
控
訴
人
に
対
し
、
国
家
賠

事
故
に
よ
り
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

b

本
件
事
故
当
時
の
本
件
事
故
現
場
付
近
の
照
度

は
、
六
ル
ッ
ク
ス
以
上
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
、
一
般
に
五
ル
ッ
ク
ス
の
照
度
が
あ
れ
ば
四
メ
ー

ト
ル
先
の
歩
行
者
の
顔
の
概
要
が
識
別
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
故
当
時
、
被
控
訴
人

が
路
面
を
注
視
し
て
い
れ
ば
本
件
段
差
の
存
在
に
気

付
く
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
本
件

程
度
の
段
差
は
、
市
街
地
の
歩
道
で
あ
っ
て
も
至
る

所
に
存
在
し
、
ま
た
、
道
路
上
に
障
害
物
が
存
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
稀
で
は
な
く
、
道
路
自
体
に
損
傷

を
生
じ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
は
公
知
の
事

実
で
あ
る
。
道
路
管
理
者
が
、
道
路
の
安
全
を
維
持

す
べ
き
は
当
然
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
供
用
を
受
け

て
こ
れ
を
利
用
す
る
者
は
、
そ
の
性
質
上
生
じ
得
る

障
害
に
つ
い
て
、
容
易
に
避
け
得
る
場
合
は
こ
れ
を

避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
夜
間
に

お
い
て
は
、
昼
間
に
比
べ
て
障
害
物
の
発
見
は
困
難

で
あ
る
が
、
歩
行
者
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
歩
行
す

べ
き
で
あ
る
。
本
件
事
故
当
時
、
被
控
訴
人
は
、
本

件
段
差
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
の
に
こ
れ
に
気
付

か
ず
騒
い
て
倒
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
方
不
注
視

の
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
割
合

は
五
割
と
な
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
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